
物理チャレンジ２０１３

本校のＳＳＨの研究内容の一つに，「科学グランプリ・科学展参加における指導」があります。科学部で

の研究テーマやＳＳ科学探究Ⅰの課題研究などを深めていき，全国レベルの科学グランプリや科学展等への

参加・出展に向けて指導していきます。それらの取り組みから，生徒の科学に対する探求心を向上させ研究

成果をまとめて考察し発表する能力を育成し，さらに将来においても積極的に科学に携われるようになれる

ことを目指します。今回，科学部２年生６名の生徒が物理チャレンジ２０１３の第１次チャレンジに参加し

ました。

物理チャレンジは，全国の青少年を対象とした物理コンテストです。物理チャレンジはいくつかのステッ

プがあり，最初の「第１チャレンジ」は，理論問題コンテストと実験課題レポートがあります。「第２チャ

レンジは」第１チャレンジの総合成績から７０名が選抜され，３泊４日の合宿形式で理論と実験のコンテス

トを行います。最終的には５名が世界物理オリンピックの代表となります。

今回の第１チャレンジの実験課題レポートのテーマは，「身近な素材を使って温度計を作ろう」でした。

６名の生徒は，それぞれがアイデアを出して自分の温度計を製作し実験レポートを提出しました。そして，

６月２３日（日）の理論コンテストに参加してきました。今回は全国から１２２２名の参加者があり，その

うち実験レポートは１１８０通の提出がありました。それらのレポートの中から，実験優秀賞９名，実験奨

励賞１名，アイデア賞３名が選ばれ，本校の２年生の１名がアイデア賞を受賞しました。

白色ワセリンの粘性の温度変化を利用した温度計（アイデア賞）      英進部２年 矢野 真由

試験管に白色ワセリンを入れ，先端を円状にした

金属棒を差し込み，その金属棒を引き抜くときの抵

抗力の大きさで温度を測定する方法を考えました。

ワセリンは温度によって粘性が大きく変化するた

め，温度が高くなるほど金属棒を引き抜くときの抵

抗力が小さくなります。20℃から 45℃の間で，抵抗

力の大きさを測定し，抵抗力と温度を対応させるこ

とで温度計にすることができます。
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気体の体積膨張を利用した温度計

英進部２年 安田 悠馬

フラスコに水を 1/2

程度入れ，ゴム栓の上

まで水をいれたガラス

管をフラスコ内の水中

まで差し込み，ゴム栓

でフラスコ内の空気を

閉じ込めます。気温の

変化によってフラスコ

内の空気は膨張または

圧縮するためガラス管

内の水位が変化しま

す。ガラス管の水位と温度を対応させることで温度

計にしました。

気柱共鳴点の温度変化を利用した温度計

共同研究 英進部２年 越田 泰弘・須藤 大和

音速は気温

によって変化

します。

V=331.5+0.6t

の式を使って

音速 V がわか

れば温度 tを

導き出せます。

音速を測定する方法として，気柱共鳴を利用しまし

た。パソコンから一定の振動数の音をスピーカーに

出力し，共鳴管の共鳴点を探すことで波長λがわか

ります。波の公式 V=fλ(音速＝振動数×波長)によっ

て音速 V が求まります。気柱共鳴点と温度を対応さ

せることで温度計にしました。

白金線の抵抗の温度変化を利用した温度計

英進部２年 田上 綾香

電流が流れ

る導体の抵抗

の大きさは，温

度によって変

化します。抵抗

の温度変化が

比較的大きい

白金線を使っ

て温度計を作りました。電源の電圧を一定にして白

金線を水の入ったビーカーに入れ，水の温度変化に

よって白金線に流れる電流の変化を測定し，電流と

温度を対応させることで温度計にしました。

サーミスタを利用した温度計

英進部２年 古澤 嘉久

サーミスタ

(thermistor) と

は、温度変化に

対して電気抵

抗の変化が大

きい抵抗体の

ことです。サー

ミスタの抵抗の温度変化を利用し、サーミスタに流

れる電流の大きさと温度を対応させることで温度計

にしました。


